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令和 5 年度学校評価まとめ 

（陽明高等支援学校） 
 

１．職員評価（22 名中 22 名回答：回答率１００％） 

 24 問のうち 22 問において、「肯定的」な回答（あてはまる・ある程度あてはまる）の回

答率が８０％を上回った。 

 一方、（３）学校の活性化②「学校では部活動、ボランティア活動が活発である。」に対す

る「肯定的」な回答率は 77.3％とやや低い回答率となっており、昨年度から引き続き課題で

ある。校舎改築による施設の使用制限（グラウンドが使えない）が続き、運動部の加入率の

低下も低い回答率につながっていると考えられる。PTA による支援等も引き続きお願いし

ながら、職員への共通理解を深め手立てを考えていく必要がある。 

 また、今年度新たに加えた項目（７）働き方改革と業務改善、ハラスメント防止②「学校

では業務の見直し、超過在校時間の縮減に取り組んでいる。」に対する「肯定的」な回答率

も 77.3％とやや低い回答率となっており、新たな課題が浮き彫りとなった。次年度に向け

て校務を整理し、超過在校時間の縮減に引き続き取り組んで行きたい。 

 「肯定的」な回答（あてはまる・ある程度あてはまる）の回答率が８０％を上回ったもの

のうち、８０％に近く今後課題となり得る項目として、（１）学力向上と希望進路の実現④

「私は希望進路の早期決定に向け、進路情報の提供・進路相談の充実等キャリア教育の充実

に努めている。」、（７）働き方改革と業務改善、ハラスメント防止①「学校では部活動の適

正な活動時間、方法の効率化に取り組んでいる。」があげられ、双方とも 81.8％であった。

軽度知的障害生徒を対象として一般就労を目指す本校の中でも根幹をなす大切な項目であ

るため、進路指導部を中心に学校全体を通したキャリア教育の充実を図る為の具体的な方

策を検討する必要がある。また、部活動の活動時間等についても学校の活性化②とあわせて

手立てを考えていく必要がある。 

 

２．生徒アンケート（58 人中 57 名回答：回答率 98.3％） 

25 問のうち 21 問において、「肯定的」な回答（あてはまる・ある程度あてはまる）の回

答率が８０％を上回った。4 問において８０％を下まわった。 

 ２ 学習活動⑥「私は、いろいろな資格や検定の合格に向けて積極的に取り組んでいる。」

に対する「肯定的」な回答率は 64.9％だった。今年度、第 23 回沖縄県障害者技能競技大会

に 4 名出場、日本語ワープロ検定に延べ 5 名合格、文書デザイン検定に延べ 7 名合格、第 7

回沖縄県高校生介護技術コンテストに 3 名出場、特別支援学校技能検定においてパソコン

ワード入力部門に延べ 35 名、エクセル数字入力部門に延べ 36 名、メンテナンス部門テー

ブル拭き 2 名、モップ 2 名、ダストクロス 2 名、喫茶サービス部門に 1 名が参加し級を認

定された。現在 4 名がワープロ検定等の結果待ちである。延べ 101 名が検定等に参加して

資格や級を認定されている。複数の検定等を受検する生徒もいれば、何も受けない生徒もい



ることから偏りのあるアンケート結果になったと考えられる。全員が何かしらの検定等を

受検出来る仕組みを構築するなど工夫が求められる。 

 ５特別活動⑱「本校生徒は、地域のイベントやボランティア活動によく参加している」に

対する「肯定的」な回答率は 70.2％だった。福祉の授業で勢理客公民館や浦添市社会福祉協

議会の方々と交流したり、流通サービスの授業で浦添職業能力開発校へ清掃実習に行った

りするなど地域におけるボランティア活動も実施しているが、ボランティア部に所属して

いる生徒が総合産業科にいないこともあり、ボランティア部の活動が認知されていないこ

とが要因として考えられる。また、総合的な探求の時間は就業体験活動を中心とした社会自

立に関する課題解決に関する内容が主となっており、自然体験活動やボランティア活動な

どが取り扱われてこなかったことにも起因していると考えられる。教育課程についての検

討が必要である。 

 ７自尊感情については㉔「自分には強みや特技など自慢できるところがある。」に対する

「肯定的」な回答率は 66.7％、㉕「私は、自分に満足している」に対する「肯定的」な回答

率は 70.2％となっていた。「子ども・若者白書」2019 年版では、2018 年 11～12 月に満 13

～29 歳までの男女を対象に実施した「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」による

と、自分自身のイメージについて、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した日

本の若者の割合は、「自分には長所があると感じている」が 62.3％、「自分自身に満足してい

る」が 45.1％だった。白書と比較すると、本校生徒の回答は全国平均よりは高い結果となっ

ているが、欧米等と比較するとやや低い。 

 

３．保護者アンケート（58 人中 20 名回答：回答率 34.5％） 

17 問のうち 16 問において、「肯定的」な回答（あてはまる・ある程度あてはまる）の回

答率が８０％を上回った。1 問において８０％を下まわった。 

 下回った項目は、2 学習活動（６）お子さんは、いろいろな資格や検定の合格に向けて、

積極的に取り組んでいるに対する「肯定的」な回答率は 70.0％だった。上記のとおり 101 名

が検定等に参加して資格や級を認定されているがPTA新聞等でその一部が広報されている

のみであり、広報に課題があると考えられる。HP や PTA 新聞の他、進路だより等を活用

してより広報する方法について検討する必要がある。 





評価項目
４＋３
％

２＋１
％

① 私は分かる授業を実践している。（教諭） 100.0% 0.0%

② 私は生徒の学習習慣及び学習規律の確立に取り組んでいる。（教諭・実習助手） 100.0% 0.0%

③ 学校では各種講座・検定等が充実している。 95.5% 4.5%

④
私は希望進路早期決定に向け、進路情報の提供・進路相談の充実等キャリア教育の充実に努め
ている。（教諭・実習助手） 81.0% 19.0%

⑤ 学校では職場開拓と職場実習が充実している。（高支のみ） 100.0% 0.0%

① 学校では系列見直しや高支福祉コースの整備など総合学科・総合産業科の魅力化に取り組んでいる。 95.5% 4.5%

②
教科では、魅力ある学校設定科目の設定や学校間連携、学校外学習等、教育活動の充実に取り
組んでいる。（教諭・実習助手） 95.2% 4.8%

③ 学校では地域と連携した教育活動に取り組んでいる。 90.9% 9.1%

① 学校では学校行事が充実して活発である。 100.0% 0.0%

② 学校では部活動、ボランティア活動が活発である。 77.3% 22.7%

③ 学校では生徒募集定員確保に取り組んでいる。 100.0% 0.0%

① 学校では事故防止と危機管理に徹底している。 100.0% 0.0%

② 学校ではマスコミ等を活用した情報発信に努めている。 95.5% 4.5%

③ 学校ではPTA、同窓会、地域、外部機関等との連携に取り組んでいる。 90.9% 9.1%

① 教科では新課程科目に対応した、観点別評価の整備に取り組んでいる。（教諭） 100.0% 0.0%

② 授業では指導と評価の一体化に取り組んでいる。（教諭） 100.0% 0.0%

③ 授業では生徒一人一台端末を利用した効果的な授業を行っている。（教諭） 100.0% 0.0%

④ 学校では安全安心な教育環境及び校舎整備に取り組んでいる。 100.0% 0.0%

① 学年ではHRの活性化に取り組んでいる。 100.0% 0.0%

② 学校では生徒の基本的生活習慣の確立に取り組んでいる。 95.5% 4.5%

③ 学校では対話を通した相互理解による生徒指導に取り組んでいる。 90.9% 9.1%

① 学校では部活動の適正な活動時間、方法の効率化に取り組んでいる。 81.8% 18.2%

② 学校では業務の見直し、超過在校時間の縮減に取り組んでいる。 77.3% 22.7%

③ 学校では不祥事・ハラスメントの防止に取り組んでいる。 95.5% 4.5%

（４）信頼される
学校作り

（５）授業改善と
教育環境整備

（６）特別活動の
充実と規範意識の
醸成

（７）働き方改革
と業務改善、ハラ
スメント防止

     令和５年度学校評価　職員用アンケート（22）

質問内容(　　４　あてはまる 　　 　３　 ある程度あてはまる 　　　 　２　 あまりあてはまらない　　　  １　あてはまらない　　   )

（１） 学力向上
と希望進路の実現

（２）総合学科・総
合産業科の魅力化
（社会に開かれた教
育課程の実現）

 （３）学校の活
性化






